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８
月
７
日
、
伝
統
の
「
う
ご
く
七
夕
ま
つ
り
」

「
気
仙
町
け
ん
か
七
夕
祭
り
」
が
行
わ
れ
、
多
く

の
観
衆
が
見
守
る
中
、
各
祭
組
自
慢
の
山
車
を

披
露
し
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、「
う
ご
く
七
夕
ま
つ
り
」
の
和
野

祭
組
で
は
、
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
を
悼

み
、
旧
市
役
所
前
で
黙
と
う
を
捧
げ
、
旧
市
街

地
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
気
仙
町
け
ん
か
七
夕
祭
り
」
で
は
、

山
車
が
２
つ
揃
い
２
年
ぶ
り
に
け
ん
か
が
成
立
。

こ
の
日
を
待
ち
わ
び
て
い
た
人
々
が
、
激
し
く

ぶ
つ
か
る
瞬
間
に
息
を
呑
み
な
が
ら
声
援
を
送

り
ま
し
た
。
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２０１２年（平成２４年）　１月１日号　②２０１２年（平成２４年）　９月１日号　②

　東日本大震災の大津波に耐え残った奇跡の一本松は、当市のみならず日本の復興のシンボルとして親

しまれてきました。市は、大震災による多くの犠牲者を追悼、鎮魂するため、そして大震災の脅威と教

訓を後世に伝承するために、奇跡の一本松をモニュメントとして次のとおり加工保存し、現在の場所に

立て直すことにしました。

　これほどの高さの樹木を自立保存させた事業は他に例がありません。この保存作業は日本の最先端の

技術を世界に示すプロジェクトとなります。

▽保存方法

　幹を伐って特殊な防腐処理を行います。伐られた幹は、一度県外の工場に運ばれることとなりますが、

平成２５年２月末までに元の場所に設置する予定です。また、根は堀り起こしを行い、別に防腐処理し、

保存します。

▽「奇跡の一本松保存募金」を行っています

【ゆうちょ銀行】

（口座記号番号）：０２２９０－９－１２７０１３

（名義）：奇跡の一本松保存募金

【岩手銀行】

（口座番号）：岩手銀行高田支店　普通　２０５１８３６

（名義）：奇跡の一本松保存募金　代表　陸前高田市長　戸羽　太

※現金書留や Facebook によるクレジット決済も可能です。

　詳しくは、都市計画課（内４６１）まで。 かつてない規模の保存プロジェクトを実施

最
工期は９月中旬から来年２月まで

　岩手県医師会では、第一中学校体育館西側で診療所を開設しています。９月の診療日程は下表のとお

りです。

※１．７月から新たに子どもの精神的なサポートを目的として、県内外の専門医による「子どもの心のケ

ア」の診療科を開設しています。原則として事前予約制になりますので、当診療所に問い合わせください。

※２．診療科は、日によって異なります。また、都合で変更になる場合があります。

　詳しくは、高田診療所（☎５３－２１１０）まで。※診療日のみ通話可

●  第一中学校敷地内で診療しています ●

岩手県医師会高田診療所 ９月の診療日程岩手県医師会高田診療所

期　　日 診療（受付）時間 診　　　療　　　科

９月　６日（木）

９月　８日（土）

９月　９日（日）

９月１２日（水）

９月１３日（木）

９月１５日（土）

９月１６日（日）

９月１７日（月）

９月１９日（水）

９月２０日（木）

９月２２日（土）

９月２３日（日）

９月２６日（水）

９月２７日（木）

９月２９日（土）

９月３０日（日）

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

内科系、泌尿器科    

内科系、小児科、心療内科、子どもの心    

内科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科    

小児科、子どもの心

内科系、外科系    

小児科、心療内科    

内科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科    

内科系、外科系

小児科、子どもの心、皮膚科（要予約）   

内科系、外科系、小児科    

内科系、外科系、小児科

内科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科    

小児科、皮膚科（要予約）    

内科系、泌尿器科    

内科系、外科系、小児科、心療内科、子どもの心    

内科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科、子どもの心  

先端技術で「奇跡の一本松」を再生



③

　９月１０日は「世界自殺予防デー」です。国では、９月１０日 ( 月 ) からの１週間を「自殺予防週間」、

統計上自殺者数の最も多い３月を「自殺対策強化月間」としています。また本県では、９月を「岩手県

自殺防止月間」としています。これらを踏まえ市では、９月と３月を「自殺予防強化月間」として自殺

予防の普及啓発に取り組む計画です。今月は自殺予防についてのメッセージを記載したのぼり旗や横断

幕を設置します。

　また、相談は強化月間に限らず受け付けています。こころの問題は、知らないうちに仕事や日常生活

に支障をもたらし、自殺の原因ともなる重大な問題です。悩んでいることがあれば、個人や家庭内で抱

え込まず相談してください。

◇その他の相談窓口◇

　県立高田病院では、下表の日程で各コミセンなどを巡回し健康講演会を開催します。内容は、健康講

話「認知症予防について」と玄米ニギニギ体操を行います。

　詳しくは、社会福祉課障がい福祉係（内線２３２）まで。

　詳しくは、県立高田病院（☎５４－３２２１）まで。

　９月２０日（木）午後７時～ 矢作コミセン

１０月　２日（火）午後７時～ 生出コミセン

１０月１６日（火）午後７時～ 横田コミセン

１０月１８日（木）午後７時～ 小友コミセン

　９月　４日（火）午後７時～ 下矢作コミセン

日　　　　時 会　場

１１月１５日（木）午後７時～ 竹駒コミセン

１２月１３日（木）午後７時～ 広田小体育館

１２月２０日（木）午後７時～ 米崎コミセン

１０月３０日（火）午後７時～ 長部コミセン

日　　　　時 会　場

陸前高田こころ
の相談室

相談窓口 場　　所

旧竹駒保育園内
毎週木曜日の
午後２時から

震災後のストレス・
不調などに医師が対
応。予約制

大船渡地域こころのケ
アセンター
（☎２６－０２６０）

こころの問題、
アルコール、
ひきこもり相談

大船渡保健所
平日の午前８時
３０分から午後
５時１５分

土日祝日を除く

大船渡保健所保健課

（☎２７－９９１３）

精神保健福祉相
談

大船渡保健所
毎月第３木曜日
の午後２時から
４時

医師が対応

こころサロンた
かた

米崎コミセン
毎月第４木曜日
の午後１時３０分
から３時３０分

大切な人を失ったご
遺族の語り合いの場
です。

開　設　日 備　　　考 問い合わせ先

９月上旬から約１ヵ月間、市内各地に設置しています

＝９月は自殺予防強化月間＝

支えあおう♥心といのち

県 立 高 田 病 院 健 康 講 演 会 を 開 催

支えあおう♥心といのち

県 立 高 田 病 院 健 康 講 演 会 を 開 催県 立 高 田 病 院 健 康 講 演 会 を 開 催



２０１２年（平成２４年）　９月１日号　④

　就業構造基本調査とは、国民の就業・不就業の状態を明らかにすることを目的とした調査です。調査

の対象となった世帯のうち、１５歳以上のすべての人を対象としています。対象となった世帯には９月

から調査員が伺いますので、市民の皆さんのご協力をお願いします。

※調査員は、「調査員証」を携帯しています。

○どんなことを調べるのですか？	

　就業の有無、就業意識、就業状態などの基本的な項目を調査します。

○調査結果は、どう役立てられるのですか？

　若者、女性、団塊の世代などの多様化する就業状態が明らかになり、雇用・経済政策の立案や計画、また、

学術研究のための基礎資料として役立てられます。

○調査の内容が外部に漏れるか心配

　なので、協力したくないのですが…

　統計法により、調査に従事する人

（調査員、市職員）には守秘義務があ

り、調査の内容を漏らすことは固く

禁じられていますので、安心して記

入してください。

　詳しくは、総務課行政係（内線

１６３）まで。

▽募集人員　１人

▽応募資格　市内およびその周辺地域に在住の人で、看護師免許または准看護師免許を有する人。

▽業務内容　医師の指示による注射、点滴、採血など外来患者に対する診療の補助

▽勤務条件など

　①勤務場所　広田診療所（広田町字大久保１０７番地１）

　②賃　　金　日額約３，５００円

　③勤務時間　月曜日から金曜日までの午前８時３０分から午後０時３０分まで

　④雇用期間　平成２４年１０月１日から平成２５年３月３１日まで

　⑤休暇など　臨時的任用職員人事事務取扱要領の規定による日数

　⑥加入保険　雇用保険、労災保険

▽応募手続き

　①受付期間　９月１０日（月）～２１日（金）午前

　　８時３０分～午後５時１５分（土曜日、日曜日お

　　よび祝祭日を除く）

　②提出書類　履歴書（持参または郵送）

　※郵送の場合は、健康推進課あてに９月２１日（金）

　必着。提出書類の返却はいたしません。

▽選考方法　書類審査、面接審査

▽面接審査　９月２７日（木）午前９時から

▽場　　所　市役所３号棟第３会議室

▽申し込み・問い合わせ先

　〒０２９ー２２９２　陸前高田市高田町字鳴石４２番地５　健康推進課国保係（内線１４０）

調査員証を着用して訪問します

津波で被災し新築移転した広田診療所

５年に一度の統計調査に協力を

看護師または准看護師免許を持つ人が対象です

広田診療所臨時看護師を募集

就 業 構 造 基 本 調 査

広田診療所臨時看護師を募集

１０月１日に を実施１０月１日に を実施



⑤

　東日本大震災被災者に対する介護保険サービス利用料の減免期間を平成２４年９月３０日までとして

いましたが、減免期間を平成２５年３月３１日まで延長することになりましたので、お知らせします。

　なお、介護保険料にかかる減免は平成２４年９月３０日で終了します。

１　免除証明書の発行

　現在使用している免除証明書は、平成２４年９月３０日をもって終了になります。改めて、新しく有

効期間が平成２４年１０月１日から平成２５年３月３１日までの免除証明書を発行します。

※現在免除証明書を持っている介護保険被保険者に、後日新しい免除証明書を郵送しますので、改めて

申請手続きを行う必要はありません。

２　減免の対象者

　震災を原因として、次の①～⑥までのいずれかに該当する人

　①住宅が全半壊、全半焼またはこれに準ずる被災をした人

　②主たる生計維持者が死亡または重篤な傷病を負った人

　③主たる生計維持者が行方不明である人

　④主たる生計維持者が業務を廃止・休止した人

　⑤主たる生計維持者が失業し現在収入がない人

　⑥福島第一原発周辺の居住者で、政府の避難指示などの対象である人

　　詳しくは、長寿社会課介護保険係（内線２０３）まで。

　東日本大震災により被災した人は、現在、医療機関などを受診した際に支払う一部負担金などが、医

療保険者が発行した「一部負担金等免除証明書」（以下「免除証明書」）を医療機関などに提示すること

により支払いが免除されています。

　この免除の措置を、平成２５年３月３１日まで延長することにしました。

　現在使用している免除証明書は、平成２４年９月３０日で無効となり、１０月１日以降は新しく交付

される免除証明書を医療機関などに提示することになりますので、ご注意願います。

　なお、現在、免除証明書を持っている国民健康保険加入者に、後日新しい免除証明書を郵送しますので、

改めて申請手続きを行う必要はありません。

▽変更になる点

　一部負担金の免除の終期　平成２４年９月３０日　→　平成２５年３月３１日

▽医療費の負担が免除になる人

　震災を原因として次の①から⑥までのいずれかに該当する人

　①住家が全半壊、全半焼またはこれに準ずる被災をした人

　②主たる生計維持者が死亡または重篤な傷病を負った人

　③主たる生計維持者が行方不明である人

　④主たる生計維持者が業務を廃止または休止した人

　⑤主たる生計維持者が失職し現在収入がない人

　⑥福島第一原発周辺の居住者で、政府の避難指示などの対象である人

　　国民健康保険以外の健康保険の免除期間の延長措置は、加入している医療保険者に問い合わせてく

　ださい。

　　詳しくは、健康推進課国保係（内線１４０、１４１）まで。

介 護 保 険

国民健康保険

被災者に対する介護保険サービス利用料の減免を平成２５年３月３１日まで延長

被災した人の医療費免除措置を平成２５年３月３１日まで延長



２０１２年（平成２４年）　９月１日号　⑥
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書
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皆
さ
ん
の
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よ
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な
お
、
寄
贈
す
る
際
は
、
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前

に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
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▽
収
集
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た
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思
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前
高
田　

小
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会
科
副
読
本
」
「
気

仙
郡
大
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田
家
文
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頭
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」
「
陸
前
高
田
市
勢
要
覧
」

「
食
の
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レ
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ダ
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陸
前
高

田
」
「
○
○
小
学
校
○
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年
記

念
誌
」
「
陸
前
高
田
市
内
読
書

感
想
文
集
」
「
気
仙
大
工
」
「
一

本
柳
」
な
ど
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こ
れ
以
外
の
図
書
で
も
、
必
要

な
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
図
書
館
（
☎
５
４

ー
３
２
２
７
）
ま
で
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定

価
格
買
取
制
度
が
、
今
年
の
七
月

一
日
か
ら
始
ま
り
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
買
取
費
用

を
、「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
促
進
賦
課
金
」
と
し
て
、
今
年

八
月
分
か
ら
電
気
料
金
の
一
部
と

し
て
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、
震
災
の
被
災
者
な
ど
に
つ

い
て
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
促
進
賦
課
金
が
免
除
さ
れ
ま

す
。
免
除
に
つ
い
て
の
詳
細
や
、

申
し
込
み
方
法
、
不
明
な
点
に
つ

き
ま
し
て
は
、
最
寄
り
の
東
北
電

力
の
支
社
・
営
業
所
窓
口
で
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
免
除
対
象　

東
日
本
大
震
災
に

よ
り
、
電
気
を
使
用
す
る
施
設
、

ま
た
は
設
備
が
損
害
を
受
け
、

市
町
村
長
な
ど
か
ら
り
災
証
明

な
ど
を
受
け
た
施
設
、
ま
た
は

代
替
施
設
な
ど(

建
て
直
し
た
施

設
、
避
難
先
な
ど)

の
電
気
の
契

約
者

▽
免
除
期
間　

平
成
二
十
四
年
八

月
分
か
ら
平
成
二
十
五
年
四
月
分

▽
免
除
額　

太
陽
光
発
電
促
進
付

加
金
と
合
わ
せ
て
、
標
準
家
庭
で

八
百
円
程
度
（
八
十
七
円
×
九
カ

月
）

　

詳
し
く
は
、
東
北
電
力
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
２
０
ー

１
７
５
ー
４
６
６
）
ま
で
。

　

保
育
所
に
入
所
す
る
児
童
（
平

成
二
十
四
年
度
中
に
退
所
し
た
児

童
を
含
む
）
の
保
護
者
で
、
震
災

に
よ
っ
て
居
住
す
る
住
宅
に
一
定

割
合
以
上
の
損
害
（
全
壊
、
大
規

模
半
壊
、
半
壊
に
限
る
）
を
受
け

た
人
は
、
本
年
度
の
保
育
料
に
つ

い
て
、
減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、

り
災
証
明
書
（
コ
ピ
ー
可
）
、
印

鑑
を
持
参
の
上
、
社
会
福
祉
課

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
減
免

申
請
書
は
、
社
会
福
祉
課
に
備

え
付
け
て
あ
り
ま
す
。
審
査
後
、

減
免
の
適
否
を
決
定
し
通
知
し

ま
す
。
減
免
適
用
ま
で
に
は
時

間
を
要
し
、
ま
た
被
害
を
受
け

た
程
度
に
よ
り
減
免
の
対
象
と

な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
の
間
は
通
常
ど
お
り
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。
納
付
済

み
の
保
育
料
に
減
免
が
適
用
さ

れ
た
場
合
は
、
後
日
還
付
し
ま

す
。

▽
申
請
期
限　

九
月
二
十
八
日

（
金
）
ま
で

　

詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
児
童

福
祉
係
（
内
線
２
３
４
・
２
３
５
）

ま
で
。

▽
会
場　

一
関
工
業
高
等
専
門
学

校
（
送
迎
バ
ス
有
り
）

▽
内
容

①
「
パ
ソ
コ
ン
教
室
（
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ

入
門
）」、
九
月
二
十
九
日
（
土
）

午
前
十
時
～
午
後
四
時
、
お
知
ら

せ
や
報
告
書
作
成
に
必
要
な
基
礎

ス
キ
ル
を
練
習
し
ま
す
。
対
象
は

高
校
生
以
上
で
定
員
は
二
十
人
程

度
、　

参
加
費
は
無
料
で
す
。

②
「
パ
ソ
コ
ン
教
室
（
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ

ｌ
入
門
）」、
九
月
三
十
日
（
日
）

午
前
十
時
～
午
後
四
時
、
簡
単

な
関
数
を
使
い
、
計
算
表
や
グ
ラ

フ
作
成
を
練
習
し
ま
す
。
対
象
は

高
校
生
以
上
で
定
員
は
二
十
人
程

度
、
参
加
費
は
無
料
で
す
。

③
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
験
教

室
」、
九
月
二
十
九
日
（
土
）
午

前
十
時
～
午
後
四
時
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
動
く
も
の
を
作
り
ま

す
。
対
象
は
小
学
校
三
～
六
年
生
、

定
員
は
親
子
十
組
、
二
十
人
程
度
、

参
加
費
は
無
料
で
す
。

④
「
ラ
イ
ン
ト
レ
ー
サ
ー
で
遊
ぼ

う
！
」、
九
月
三
十
日
（
日
）
午

前
十
時
～
午
後
四
時
、
ラ
イ
ン
上

を
自
動
で
動
く
ラ
イ
ン
ト
レ
ー
サ

ー
を
動
か
し
ま
す
。
対
象
は
小
学

校
五
～
六
年
生
、
定
員
は
親
子
十

組
、
二
十
人
程
度
、
参
加
費
は
無

料
で
す
。

くまがい　かのん
ちゃん

いとう　りさこ
ちゃん

さとう　かな
ちゃん

３
歳
６
か
月
児
健
診
か
ら

◆
平
成
二
十
四
年
八
月
健
診
分
①

む
し
歯
の
な
い
子

　
　
あ
つ
ま
れ
！

む
し
歯
の
な
い
子

　
　
あ
つ
ま
れ
！

む
し
歯
の
な
い
子

　
　
あ
つ
ま
れ
！

information

お知らせコーナー

information

お知らせコーナー

後
世
に
残
し
た
い
貴
重
な
も
の
で
す

郷
土
資
料
の
収
集
に
協
力
を

被
災
者
が
対
象
で
す

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

促
進
賦
課
金
な
ど
を
免
除

被
災
者
が
対
象
で
す

本
年
度
保
育
料
を
減
免

一
関
高
専
か
ら

パ
ソ
コ
ン
と
環
境
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催



⑦

▽
申
込
方
法　

電
話
（
☎
０
１
９
１

ー
２
４
ー
４
８
７
１
）、
電
子
メ

ー
ル
（
ｒ
ｅ
ｎ
ｋ
ｅ
ｉ
＠
ｉ
ｃ
ｈ

ｉ
ｎ
ｏ
ｓ
ｅ
ｋ
ｉ.

ａ
ｃ.

ｊ
ｐ
）

で
受
け
付
け
し
ま
す
。
参
加
希
望

の
講
座
名
、
氏
名
、
住
所
、
電
話

番
号
、
バ
ス
利
用
の
希
望
に
つ
い

て
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▽
締
め
切
り　

九
月
二
十
八
日

（
金
）

▽
バ
ス
運
行
（
毎
回
）

・
行
き　

午
前
七
時
四
十
分
、
市

役
所
前	

	

・
帰
り　

午
後
四
時
、
一
関
高
専

発
、
午
後
六
時
、
市
役
所
着

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
で

放
送
し
て
い
る
「
き
ら
り
！
え
ん

旅
」
で
、
歌
手
の
八
代
亜
紀
さ
ん

が
本
市
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い

ま
す
。

▽
日
時　

九
月
十
三
日
（
木
）
正

午
開
場
、
午
後
一
時
開
演

▽
会
場　

米
崎
中
学
校
体
育
館

▽
入
場
券　

観
覧
は
無
料
で
す
が
、

入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。
入
場

整
理
券
は
九
月
七
日
（
金
）
か
ら

商
工
観
光
課
で
配
布
し
ま
す
。

※
配
布
時
間
は
平
日
の
午
前
九
時

か
ら
午
後
五
時
ま
で
。
ま
た
、
一

人
二
枚
ま
で
配
布
し
ま
す
。
定
員

に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課
観
光

交
流
係
（
内
線
２
７
２
）
ま
で
。

　

労
働
保
険
制
度
で
は
、
労
働
保
険

料
を
納
め
る
事
業
主
が
利
用
で
き

る
各
種
助
成
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
は
じ
め
、
労
働
保

険
制
度
に
お
い
て
、
事
業
主
の
皆

さ
ん
に
関
係
す
る
内
容
に
重
点
を

お
き
、
専
門
担
当
者
が
事
例
を
交

え
て
解
説
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

九
月
二
十
四
日
（
月
）

午
後
一
時
～
四
時

▽
場
所　

大
船
渡
市
民
文
化
会
館

リ
ア
ス
ホ
ー
ル

▽
内
容　

労
災
保
険
（
特
別
加
入

制
度
含
む
）、
公
共
職
業
安
定
所

関
係
の
助
成
金
、
ジ
ョ
ブ
カ
ー
ド

制
度
の
自
社
内
訓
練
と
助
成
金
な

ど
に
つ
い
て
。

▽
申
し
込
み　

開
催
の
一
週
間
前

ま
で
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
・
労
働

基
準
監
督
署
に
あ
る
事
業
主
説
明

会
申
込
書
、
ま
た
は
電
話
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▽
費
用　

無
料

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
労
働
保
険
事
務
組
合
連
合

会
（
☎
０
１
９
ー
６
５
４
ー

４
６
４
７
）

　

例
年
、
春
季
と
秋
季
に
市
有
林

の
樹
木
の
払
い
下
げ
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
市
内
で
採
取
し

た
シ
イ
タ
ケ
の
原
木
か
ら
、
基
準

値
を
超
え
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が

検
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本

年
度
の
市
有
林
樹
木
（
自
家
用
材
、

自
家
用
ま
き
、
シ
イ
タ
ケ
原
木
、

炭
材
、
そ
の
他
）
の
払
い
下
げ
に

つ
い
て
は
、
見
合
わ
せ
る
こ
と
と

し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、農
林
課
林
政
係
（
内

線
４
０
５
）
ま
で
。

　

市
は
、
原
発
事
故
に
よ
る
放
射

性
物
質
の
影
響
が
心
配
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
独
自
に
検
査
機
器
を

導
入
し
、
市
内
の
希
望
者
を
対
象

に
、
農
産
物
な
ど
の
放
射
性
物
質

の
検
査
を
無
料
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

▽
検
査
対
象　

市
内
で
生
産
（
収

穫
）
さ
れ
た
野
菜
類
、穀
類
、果
物
、

き
の
こ
、
山
菜
な
ど
の
農
産
物
お

よ
び
飲
料
に
供
す
る
引
き
水
や
井

戸
水
。（
加
工
品
や
購
入
し
た
食

品
は
除
く
）

▽
検
査
時
間　

一
検
体
あ
た
り

三
十
分
程
度

▽
検
査
の
申
し
込
み　

希
望
者

は
、
事
前
に
市
役
所
に
電
話
で
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
検
査

に
は
原
則
約
一
㍑
分
の
検
体
が
必

要
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

農
産
物
の

場
合
は
農
林
課
農
政
係
（
内
線

４
０
１
）、
そ
の
他
の
食
品
の
場

合
は
市
民
環
境
課
環
境
安
全
係

（
内
線
１
３
５
）

◇出生（　）は字名・保護者・出生日

矢作　…

横田　…

竹駒　…

気仙　…

髙田　熊　谷　心
ここ

　乃
の

（中和野・大輔・7/9）

米崎　菊　谷　和
わ

　奏
かな

（松峰・一平・7/30）

　　　柴　田　栞
し

　乃
の

（佐野・隼人・8/7）

小友　…

広田　村　上　惺
せ

　菜
な

（後浜・愁也・7/23）

　　　西　條　紫
し

　妃
き

（泊・聡一・7/27）

◇おくやみ（　）は字名・年齢・死亡日

矢作　佐　藤　オハリ（的場・96・7/17）

　　　村　上　　　清（金屋敷・88・8/9）

　　　吉　田　昭　吉（中平・84・8/11）

　　　後　藤　次　男（打越・82・8/14）

横田　大久保　きみを（堂の沢・94・7/23）

竹駒　松　野　梅　吉（相川・83・7/28）

気仙　菅　野　艶　子（上長部・61・7/28）

　　　菅　野　峯　晴（川口・71・8/4）

　　　戸　刺　常　男（湊・71・8/10）

髙田　菅　原　雅　明（森の前・62・H23．3/11）

　　　及　川　　　子（下和野・82・7/28）

　　　紺　野　庸　子（東和野・82・7/29）

　　　熊　谷　忠　吉（曲松・81・8/2）

　　　伊　東　徳　三（中田・77・8/13）

　　　村　上　ユ　リ（東和野・86・8/13）

米崎　玉　　　健　二（神田・66・7/16）

　　　菅　原　ハル子（松峰・85・7/23）

　　　熊　谷　仙　二（樋の口・85・8/2）

小友　…

広田　砂　田　　三郎（大久保・85・7/30）

　　　村　上　ヤツヨ（田端・89・8/3）

　　　村　上　悦　子（田端・81・8/15）

慶  弔（届出日：７/１６～８/１５）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
「
き
ら
り
！
え
ん
旅
」

八
代
亜
紀
ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー
ト

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
働
保
険
事
業
主
説
明
会
を
開
催

実
施
を
見
合
わ
せ
ま
す

秋
季
市
有
林
樹
木
の
払
い
下
げ

食
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に

農
産
物
な
ど
の
放
射
性
物
質
検
査
を
開
始



数字で見る陸前高田市

２０１２年（平成２４年）　９月１日号　⑧

市内の火災救急活動（７月）
（　）は 1 月からの累計

市の人口（７月３１日現在）
◎住民登録人口（　）内は前月比

市内の交通事故（７月）
大船渡警察署調べ。（　）は１月からの累計

◆人身事故
◆物損事故
◆負 傷 者
◆死 亡 者
◆飲酒運転

男
女
計

世帯数

◆建　　物

◆林野・その他

◆出動件数

◆搬送人員

２件
２６件
２人
０人
２人

１０，０３４人
１０，７９７人
２０，８３１人

７，４８７世帯

０件

０件

６１件

６４人

（２０件）
（２０５件）
（２２人）
（  １人）
（  ２人）

（＋２３）
（＋６４）
（＋８７）

（＋２２）

（  ３件）

（  ４件）

（４３４件）

（４４７人）
※前年同月との比較（－８０５）
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震
災
当
日
は
名
古
屋
市
の
事
務
所

に
い
ま
し
た
が
、
や
や
強
い
揺
れ
が
長

く
続
き
、
嫌
な
予
感
が
し
て
テ
レ
ビ
を

見
た
と
こ
ろ
、
三
陸
に
大
津
波
が
押
し

寄
せ
て
い
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
、

声
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

昨
年
の
十
二
月
に
上
司
か
ら
被
災

地
派
遣
の
打
診
が
あ
り
、
同
じ
政
令
市

の
仙
台
市
に
派
遣
さ
れ
る
も
の
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
丸
ご
と
支
援
を
行

っ
て
い
る
陸
前
高
田
市
へ
の
派
遣
と

い
う
こ
と
で
、「
実
務
経
験
が
生
か
せ

る
」
と
前
向
き
に
考
え
ま
し
た
。
名
古

屋
市
と
陸
前
高
田
市
は
、
ま
ち
の
規
模

や
風
土
が
ま
っ
た
く
異
な
り
ま
す
が
、

偶
然
に
も
職
場
の
先
輩
が
陸
前
高
田

市
に
短
期
で
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
い
ろ

い
ろ
と
話
を
聞
き
イ
メ
ー
ジ
が
で
き

て
い
た
の
も
幸
い
し
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
や
お
盆
に

名
古
屋
に
帰
省
し
た
時
に
、
自
分
が
手

掛
け
た
区
画
整
理
地
内
に
住
宅
が
建

ち
始
め
て
い
る
の
を
見
て
、
感
慨
深
い

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
都
市
計
画
は
数

年
に
も
わ
た
る
長
い
事
業
で
、
地
権
者

の
方
々
の
意
見
聴
取
や
各
種
法
手
続

き
な
ど
、
成
し
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ど
の

地
区
に
も
昔
か
ら
の
歴
史
や
伝
統
が

あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
熟
知
し
て
い

な
い
と
民
意
に
沿
っ
た
計
画
が
で
き

ま
せ
ん
。
被
災
者
の
方
々
が
一
日
も
早

く
住
宅
を
再
建
で
き
る
よ
う
、
少
し
で

も
お
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

派
遣
職
員
紹
介
⑪

岩
　
田

　
裕

　
康 

さ
ん

都
市
計
画
課　

技
師

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】　

岩
田　

裕
康
（
い
わ
た　

ひ
ろ
や
す
）

　

愛
知
県
県
名
古
屋
市
出
身
。
大
学
を
卒
業
後
、
名
古
屋
市
役
所
に
入
庁
。
下
之
一
色
都
市
整
備
事
務

所
で
、
三
年
間
区
画
整
理
の
補
償
と
工
事
を
担
当
。
浸
水
被
害
や
悪
臭
な
ど
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
住
宅

密
集
地
の
か
さ
上
げ
・
区
画
整
理
に
携
わ
る
。
昨
年
十
二
月
、
実
績
を
買
わ
れ
本
市
派
遣
の
オ
フ
ァ
ー

が
あ
り
、
そ
れ
を
受
諾
。
本
市
で
は
、
高
田
地
区
の
区
画
整
理
を
担
当
し
、
高
田
地
区
に
お
け
る
都
市

計
画
事
業
を
進
め
る
べ
く
、
日
夜
奮
闘
し
て
い
る
。


